
日本障害者歯科学会会員アンケート 

歯科医師から幼保・学校への障害児者に関する情報提供に係るアンケ―ト結果の報告 

 

 

                        公益社団法人 日本障害者歯科学会 

                               理事長 小笠原 正 

                         医療保険委員会委員長 加藤 篤 

  

 

3 月 29 日から 4 月 10 日までに会員対象に行いました「障害児における幼保・学校への

情報提供」についてのアンケート結果をご報告いたします。本アンケートは日本障害者歯科

学会倫理審査委員会の承認を得て実施されました（承認番号：23031）。この度の結果をもと

に令和 6 年度診療報酬改定に係る医療技術評価提案書を作成し提出させていただきました。

アンケートにご協力いただきました方々に深謝申し上げます。 

医療保険委員会では引き続き障害のある方への万全の医療提供が行えるよう環境改善を

目指していく所存であります。今後とも何卒よろしくお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

                     
            

                        
                     

        



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
   
       

  
    
       

     

                                   
                          
                                                 

    

  

  

  

 

           

           

             

          

   

    

       

       

       

       

   

                               
                           

    



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
   
       

  
   
       

         
         

    

   
       

    

                                  
                                   
             

    

  
   
       

  
   
       

          
         
        

   
       

    

                                    
                                   
                

    



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       

    

  

  

  

 

 

                 

                      

   

         

   

             

       

       

       

       

      

   

    

      
  
      

      
   
       

    
   
       

   
   
   
       

                      

    

    



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     
   
       

     
     
   
       

     
     
  

       

     
  
      

                                

    

    

     
   
       

     
     
   
       

     
   
       

                               

    

    



 

 

  

     
    
       

    
   
       

   
    
   
      

    
    
  
    

                                 

     

    



      

                         課題 ご         記載 

   さ   原    列挙  

 

 

        け  応 教え 頂け          ム          

   

           話 合わ          熱心       熱心    

父母会 熱心    も   熱心過ぎ  話          

        的           関             ずれも   

      も  わ ず      専門外         され       

    料 発生  も     単               差 感じ  金

銭的   も重     ぜ   類  童 生徒       教育機関   機関

双         義  ちん 理解  上  運  べ        現場  

   えず 類 も   欲         タ   所も      患者さん

側も 金           も      選 好    も      

 互  忙        簡便 連携 取れ Z   会議   シ テム 整   

        

   先  手 少   も養護教諭    関  限 れ 制限 出      ？ 

 教育現場 も     有効利   ほ   特別支援   先生  慣れ   先

生  連携 撮       多   慣れ    先生     もフィ ドバッ

ク 少  場合     

 現在 点     め 「  」    出    せん   検   紙   疾患

管理料  紙 簡単 記載   関 機関   も      示       

 園   以外   育機関   支援  所 も                 

 養護教諭   者支援 識 極め 低 例 多  養教 研修 啓発も 須  

    福祉  育 教育 連携        ず小 全般      も 義  

           

  手(     )  充分 説明   手側 理解 協力    特    側 余計

 仕  増            教員も多     

      記載 渡     郵送 準備  含め      後   分近    

  も       負    最近 特別支援    育園      関    

                     出さ     条         多

   護者 困      ボラ ティ      労力     ぎ       

  出  も     金       申 訳  気持ち          ぜ

ひ 険  え                



 公費負   れば    園    共有            包括的 支援  

  考え   

 特別養護       者 子   施設  特       知識   先生  

   べ  有        れ        も  者  認定 以上    

          れ    基準 定め ほ   私    子 持 親   

      ち       強       

  護者 同  得    

  護者  協力関  

 シ テム     法             自発的      難   感じ 

   

 特別支援   生徒さん               中      形態    

け    任 先生 注               含め  常生活 取 組ん

                       

      側            ね ほ     仕  増え   嫌     

        管理     も  護者  伝え れば良           

   

 ネグレク          連携 欠 せ    頃   連携 誤解 招    

 共有            

  象  受け           把握  も   不幸    象  俘虜  

故 巻 込 れ   個体識別 役立       常 予防管理 関  配慮  

         受信  め 需  動 醸           手段  請 

  私 既 現役 退                 者   資格     

    無視    さ  上原 

   機能  形態    栄養士 連携 取れ  良       

         交換              個    観点       

 も生 され           題 解決                け

  良   

                    

     け       患         状態 知     ち   向  

ろ連携 大切      

  会 課題  針   め  厚労省   案  出  教育委員会     会 

働  け    け      

 市区特別支援               フォ マッ  各市町村    異  

  多  困惑     少     せん フォ マッ  統一 出来れば    

     

 所定 様式  類    良  



                 例  も 少     記載     け  有

 難             関    ょ   ご家族経由        直接

 伝え   め    点        ょ    

  歳 検   就  検      発達   疑われ 場合     も 育   

 案                   課題       現状       

  機能発達及び   限局   断       め 受  動 中  題 感じ

 も           

        連携，  側 窓 ，点 化 

 紹介     返  様式 も添付    ム ズ も れ せん  

 判定基準 生理的変化   的確   発信       健  経過観察 重 性

 認知され       

 特別支援                 定例 健康 断 ほ         

     個別 親御さん 現状     話   機会 設け          

     受け入れ 能      も重  役目            

   者   特殊     患  専門的         

  べ       健康管理             職員 連携 取      

   子    不 欠    

 無  

 自費       

         応も含め 取 組           

  章 け     互    交換         

 私 地域  発達支援セ タ      園 就  入園 合わせ 「連携シ  」 

    子  特徴 記     渡           協力    院 も 

        特    院 場合 小さ  ろ  ず        場合 多 

   短    園    先生   確     持      も多     

   

     け            育園  稚園       ず  育園   稚

園        も   共有   れば    め細   童生徒 発育 健康維

持 支援           

         され    自宅  持参  飲 物  べさせ        

 含め   管理          正  教育現場   者 申 送    現

場 安全 安心        極め 重      十分 栄養 安全    取

させ       心身 健全 発達 不 欠    考え       管理   

         責                    険点  算定  

     

   側      理解 低  



    教育現場    共有 重     教育現場 周知  ほ         

     険点            

   サイド 責任者         能性     

         子 生活 ご 一部    れ      気          

一    伝え も良        

 無償      

             考え       せん 具体的           

                ょ  ？   童福祉セ タ     患者様 

バックグラウ ド 知  め         

  任  範疇 超え  程         良     

          れ  無料  われ   慣例           険算定 

  制    べ             卒 後    所施設 福祉  所  

 検  実施され  検 票 持参      受 され        検 票 

「無料      願    」    処置   記載   ペ        

     れ  常々疑  持           為           価 

  べ  考え   宜   願 致     

     － も          良 取 組         

       示  ければ   動け     形       良  責任 所在

  題     われ          示 べ 範囲 規定     示 項 応

じ  示  テ プレ    会側    HP   公表        良   

 現在     状態 注 点          理解 出来 程      れば

良     介    磨 せ    直接      伝わ     も    

     

 私           せん  昨今 窒息   故    も起     耳  

   普段       先生       取             ぜひ今調

査され      点  反映され    連携           近    ０

点   機関     け        料 算定               

同じ   算定 べ   感じ    

    関          章 表わ    困難          協力体制 

十分 理解      め      願      把握       

  ぜ        考え    正確 理解  も    難         

 健康 険 収載  ほ   

  育施設                 自己負 金 発生         

    場合     け    一般                    

護者  仕組   雑 ご              

        け   教育施設                



   教諭 理解  護者   前連絡 承諾     後 支払  法    後 フ

ォロ     ょ  ？ 

                 訓練  形態 支援             

も   め          護者も  も                  

   も患者 応じ  護者 伝えれば 応   れ 場合も        応 

  れ 場合  頭  護者 伝え     も多   応  も え      

      伝え      誤解      も          普   われ

      広   ほ      

                  ノ   記載          園先    

     共有         取 組め    取 入れ           

           わ ず      現場  関           々   

    

  牙状態     われ  生活習慣      摘    

   者       関心        頭蓋                 

 一 一    応   プラ     示 将来的      われ    れ   

 機関    もちろん本   護者も含め   双 向   案 ディ カッショ 

 不 欠      従     側     機関  照会  能      後援

 以外 も   仕入れ 手段 周知   政    険 範疇      われ  

   サポ                 

         も 送  施設 周知         多    

 周知 足    需     も れ   個    取 扱  レベル 不明 

       健  識 高 持  ければ      生 され せん 同   健所

 教育委員会 も送     受  実現        検証          

         も 平    受   易                健体

育   他 授    利     受 させ   際 欠席        配慮

も      

 患   園       先     特化  育施設 特別支援 級 特別支援   

           異     ．一般  育園 普  級 場合， 護者   

   受      も      法 注       ． 

 虐待 疑  有無も          

      関 者  周知 法   性 理解         課題  感じ    

  象      機能 合   形態          形態 決め   苦労 

            安全 楽   べ も      次 機能 獲得もさせ 

          メイ   形態  機能 伸ば  め  試   準備    

願     も            機能自体 獲得     も 感覚過敏  

  形態 限 れ   も   新  入園 入   際         考え 



   

     会       教育委員会  福祉関 他 関連団体 組織 連携    

 識 低さ  題      ょ  ？       教育委員会   わ    

   縦割  横  連携  識    組織 変革     易    印象  

     

              一                   受け  察 

      視点  継続的 管理        も        特    者

       家 次 長   過ご 場所    活動    最も長    過ご

     も れ        管理             重 性 高   

  者     後  所   放課後 デイサ ビ も 仕組  組 込ん    

け    良  考え    

        家族      け    教  理解  頂         重

症化 少  も 避出来     考え      

        性    も   現場  教員 多忙さ 考え  現実的  ハ 

ドル 高      

 先  負         配慮    

     衛生状態 悪         け      護者    清掃 援  

     も 願 され    多   

        性     費  算定      タダ働        感じ 

   適正  険点  算定  れば      

           算定       

  互 協力    

         フィ ドバック 課題  われ   

 

 

  



アンケート用紙 

（Google Forms を用いた Web アンケート） 

 

１．あなたが診ている障害のある児の通う幼保・学校等に対して、歯科主治医※として文書

等による情報提供を行ったことがありますか。 

※診療を担当する歯科医師（学校歯科医、学校の摂食相談医等としての指導・助言を除く） 

□ あり 

□ なし 

 

 

２．幼保・学校に対して情報提供を行ったことがある方にお伺いします。 

どのような内容についての情報提供ですか。（複数回答可） 

□ 摂食嚥下・給食について  

□ 歯みがき・口腔ケアについて 

□ 口腔内の状態について 

□ その他 

 

 

３．摂食嚥下・給食についての情報提供を行ったことがある方にお伺いします。 

その情報提供（意見書等）がないと学校給食の提供ができないというケースはありましたか。 

□ あり 

□ なし 

□ 摂食嚥下・給食についての情報提供を行ったことがない 

 

 

４．歯みがき・口腔ケアについての情報提供を行ったことがある方にお伺いします。 

その情報提供（意見書等）がないと学校での歯みがきや口腔ケアができないというケースは

ありましたか。 

□ あり 

□ なし 

□ 歯みがき・口腔ケアについての情報提供を行ったことがない 

 

 

５．情報提供の依頼元はどなたですか。（複数回答可） 

□ 幼保関係者（幼稚園教諭・保育士等） 

□ 学校関係者（担任・養護教諭・自立活動教諭等） 



□ 保護者 

□ 学校医・学校歯科医 

□ その他 

 

 

６．幼保・学校への情報提供が必要な児の人数は年間でどのくらいですか。 

□ 10 人未満 

□ 10 人以上 20 人未満 

□ 20 人以上 30 人未満 

□ 30 人以上 

 

 

７．情報提供は 1 人あたりどのくらいの頻度であることが多いですか。最も当てはまるも

のを一つ選んでください。 

□ 1 回以上/月 

□ 数回/年 

□ 1 回以下/年 

□ 必要に応じて（不定期） 

 

 

８．情報提供に係る文書作成 1 件につきどのくらいの時間が必要ですか。 

□ 15 分未満 

□ 15 分以上 30 分未満 

□ 30 分以上 

 

 

９．歯科医師が幼保・学校等への情報提供を行うことは必要だと思いますか。 

□ 非常に思う 

□ 少し思う 

□ あまり思わない 

□ まったく思わない 

 

 

10．歯科医師が幼保・学校へ情報提供を行うことについて、課題やご意見がありましたら記

載してください。 

（                                      ） 


